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１－１．ＪＲ北海道の鉄道路線（全体） 
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【要望】 
 

 電波遮へい対策事業を新幹線建設工事にあわせて実施して 
 いただけるようお願いしたい 
 ※試験走行開始後（開業後も含む）は新幹線が走行する 
    時間帯の工事が不可能となり、作業時間が制限される 
  （工期、工事費の増） 
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北海道新幹線札幌延伸（新函館北斗駅～札幌駅） 

 ◇営業キロ：約211km（トンネル・地下区間 約80%） 

 ◇開業時期：2030年度末予定（2015年1月 政府：与党申合せ） 

２－３．新幹線の電波遮へい対策（札幌延伸） 
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・トンネル断面積が小さく（単線、非電化）、電波遮へい対策 
 実施にあたっては技術的な検証が必要 
 
・山間部が多いため、沿線沿いに電源ケーブルや光ケーブルを 
 新たに敷設する必要がある（工事費、工事期間への影響大） 
  ※信号用電源の利用は可能 
 
・室蘭線、石勝線は夜間も貨物列車が走行しており、施工時間 
 が限定される 
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３－５．在来線の電波遮へい対策について（課題） 
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① 通過人員の指標以外にも地域格差是正、携帯電話電波不感時間、 
  インバウンド等観光需要などの特情を考慮し、通過人員の少な 
    い路線についても携帯電話利用者のニーズが反映されるよう、 
    対策の実施をお願いしたい 
 
② 鉄道敷地内に機器およびアンテナ等を設置する場合、各通信事 
  業者共用の設備としていただく等、リソースの効率的活用をお 
  願いしたい（工事を受託する当社の負担軽減にもつながる） 
 
③ 平成30年度に導入された新幹線の電波遮へい対策で導入された 
  補助スキームと同様のスキーム導入について、ご検討をお願い 
  したい 

３－６．在来線の電波遮へい対策について（要望） 



○携帯電話は、社会の基本インフラとして位置づけられる 
 現状（使えてあたりまえ、使えない不安） 
○特にインバウンドのお客様の情報取得手段として携帯電話の 
 位置づけは非常に高い 

① 北海道新幹線 新青森～新函館北斗間の対策工事（受託） 
  をしっかりと進めてまいります 
 

② インバウンドを含む多くの観光客が利用され、ご乗車が 
  長時間となる路線については、基本インフラとして携帯 
  電話の不感地帯の解消に向けた基地局整備をお願いしたい 

北海道の鉄道事業者として 
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４．今後の整備について 


